
その担当官は「すみません間違いをしました、貴方は合

格しています」と言うので私は「それでは、合格通知を下さ

い」と言うと、担当官は「これは取り決めでここでお渡しは

出来ませんが、合格通知ハガキを早速お送りするので、それ

までお待ち下さい」とのことで、私は納得して帰りました。

歳末大売り出しの特等賞が当たった!

まだ話は続くのです。それから二人は秋葉原へ出て部品を

買い始めました。私は真っ先に“リオンのスタンドマイク’

を買いました。 (シャツクの写真の机の上に見えます)

名波君は何を作るつもりか一生懸命部品を買っていまし

た。

当時は工l月末でしたがもう歳末商戦が始まっていて、

くじ引きもあり、私も抽選券を貰いました。

二人で抽選場に行き私が先に引くとパーでした。

ついで名波君が抽選機の前に立ったときに、私は先日町内

の抽選で妹が特等賞で箪笥を当てたときの話を思い出し、

名波君に「妹が特等賞を取った時の話でこの回転機を半回

転してよくゆすってから、一回転したらあたったという話

だから、君もやってみろよ」というと彼は早速やってみよう

と言い、そのとおりやってみました。

ガラガラ、ボン、色の違った球が出てきました。抽選の

担当者はいきなり手振りの鐘を取り出して「カランカラン

特等賞でした」と焚斗袋に一万円の入った賞が名波君に渡さ

れました。私はうらやむと同時に彼を誘って来た事が良かっ

だ、と思いました。彼はその一万円で部品を買い足して、

また抽選券を貰い、再度抽選しました。ところがまたもや

「カランカラン今度は三千円当たりました」嘘のような本当

の話です。

私は私の職場にプロの一級通信士がいましたが、名波君

の隣の職場にいた一級通信士の前田さんと言う方に私の家

が会社に近かったので会社の帰途前田さんに家に立ち寄っ

て頂いて、電信を習いました。

懐かしい思いでです。
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ラジオの魁作に尉Iんだ少年時代

JAI BNW鹿島 孝之

横須賀は私にとって非常に思い出の深い町です。

第二次世界大戦の時に海軍の技術士官だった父は

横須賀海軍に勤務していました。その後、父の勤務

先は海軍基地のある呉、佐世保と転々と移り、私が

国民小学校2年生の晴に佐世保で終戦を迎えました。

旧日本海軍工場の近くの広場には製造途中の旧日

本軍の魚苗艇が放置してあり、そこにはいろいろな

ジャンクの部品が山ほどありました。未だ小学生だ

った私は珍しい部品を家に待ち帰り分解して遊んで

いました。このジャンクの中から鋼線とトランスの

鉄心を利用して模型の電気機関車を動かすための変

圧器を作ったり、竹のボビンにコイルを巻いて鉱石

ラジオを作ったりしていました。中学に入学した頃

から真空管式ラジオを組み立てるようになりました

が、当時使っていたチューブは自宅に転がっていた

2.5V管のUZ-57, 58や6,3V管の6C6, 6D

6

等の卵管でした。 I門やコイル類は富士製作所(ス

ター)と春日無線(トリオ)の製品がありましたが

私が住んでいたJ A 6の田舎ではスターの方が入手

容易でした。

この自作の中波受信機は昭和2 6年(1 95 1年)

から開始された民間放送局のR肌用として大活躍、

ベリカード集めに励みました。

1957年(昭和32年)7月・開局当時の 

JÅ1聞W局(Q問は横浜市塙区上大岡) 

7MHzは終段807のTX 

50MHzは終段2E24でした。 
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アマチュア無親に思いを馳せたSⅧ晴代

アマチュア無線の§肌を始めた頃、私は大村湾が

眼下に見渡せる長崎県東彼杵郡という片田舎に住ん

でいました。中学生だった私は中波のスーパーヘテ

ロダイン受信機は持ってはいたものの短波のコイル

パックを買うお小遣いがなく、やむなく壊れた卵管

のぺ-スを利用して作ったプラグインコイルでバン

ド切り替えが出来る1一Ⅴ一1を自作しました。超再生

受信機だったこともあり電話を聞くには分離が悪く

満足できませんでしたが電信は楽しめました。

夏休みのある日、 JA6 CNのコールサインで交

信する大きな声が突然、ダイヤル一画に飛び込んで

きました。あまりにも大きな信号にピックリ、早速

外に飛び出し隣近所をキョロキョロしました。何と

自宅から4-5軒先のお宅にハシゴ型フィーダーを

使った大きな7Ⅲz用フルサイズのタブレットアン

テナが建っているではありませんか、この絵に描い

たような格好いい大きなアンテナに圧巻され胸がド

キドキしたことを覚えています。早速、同級生の友

人・松本君(現在JA6ⅩE)とシャツクを訪問、

局長のJA6 CNの中山さんにお会いし無線機を見

せて頂きました。当時、東京の日大の学生さんだっ

た中山さんはアルバイトをしながら神田で部品を集

め組み立てたとのこと、 1625のファイナル、 1

6 1 9PPの変調器、海軍タイプの大きな水晶発信

器等、はじめて見る無線機に二人は興奮しました。

この時から明けても暮れてもアマチュア無線への思

いが頭から離れず、学校の授業は上の空でした。 Ei

JAlへ能Yいよいよ開局、そして楢須智へ

高校1年の時、横浜の上大岡へQ洲することにな

りました。横浜は九州の田舎とは異なり多く局が既

にローカルに開局していました。高校の同級生の中

にハムに興味を持つ友人がいたこともあり、横浜ク

ラブにS肌として入会させて頂くことになりまし

た。横浜クラブのミーティングは当時、反町の婦人

会館で開催されていましたが、メンバーにはJAI

AN, JAIAX, JAIBZ, JAI CB, JA

I CP、 JAIGC, JAIKS etc.‥“OMさん

がズラリ、その頃のコールはJAl三文字のAコー

ルの始めまで来ていました。アンテナの話、 DXと

の交信の話、 5 0MH zの電波伝播の話も盛んでし

た。 JAI KSの栗山さんかぢこの時初めてキン

グ"ソロモンの法則についてお聞きしてなるほどと

納得でした。高校生だった身軽さもあってシャツク

訪問もさせて頂きました。こんな環境の中でSWし

を長らく続けている内にアマチュア無線に関する知

識も徐々に深まり、電信の交信の内容もコピー出来

るようになってきました。将来は通信士になって世

界の海を航海したいと思うようになり、父に相談し

たところ「孝之の時代には電信はなくなるだろうか



ら電信は趣味に止めておきなさい。」と言われ、プロ

の通信士になることはあきらめましたが、アマチュ

ア無線家として電信で海外の局と交信したい気持ち

は高まるばかりでした。

当時の合格率は1アマが1%、 2アマが5%でし

たが遊びとは言え開局への道のりは厳しいものでし

た。

難しい1アマはあきらめ2アマを取得、 1957

年(昭和32年)に7月にJA宣BNWのコールで

開局することが出来ました。 HFは7050KHzと

708了.5Ⅲzの水晶発信器による2波のA3、 V櫨F

は5 OMHz帯のA3、 1 0W免許での開局でした。

当時の無線局免許状は現在のサイズと異なりB 4サ

イズの大型のものでした。ちなみに当時の郵政大臣

はあの田中角栄さんでした。

した。

1 959年(昭和34年)横須賀市東浦賀へ

QSYした当時のQSLカード
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その後、 1959年(昭和34年)にFT241

Aのハーフラティス・フィルターによるSSBのエ

キサイクーを製作、 A3 aの電波を出し始めました。

当時はまだSSBの局は少なく、 14MHzでは

KR6 (沖縄)を耳にしましたが、 JA局はまだほ

とんどがAMでした。 7MHzで一日ワッチしても

SSBの電波を出している局はJAICE, JAI

AEA等・ ・ 5へ6局程度だったように思います。

開局間もなくに横須賀の東浦賀へQSYすることに

なりました。東浦賀のQTHは山に囲まれ無線をや

るにはちょっと問題のロケーションでした。それで

もやる気満々だったせいか、谷間に上げたアンテナ

(7肥即まタイポール、 2 8胸zのキュピカルク

ウッド、 50Ⅲzの3エレ八木)でもDX QSO

を結構楽しでいました。

ちょうどこの年の1959年(昭和34年) 4月、

初の電信・電話級の国家試験が施行され一挙に1万

7千人近い受験者が殺到しJ Aのアマチュア無線界

に大革命が起きました。 Hi

一方、旧2アマには5年間の新2アマへの移行期

問が設けられ、電信の試験に合格すると新2アマの

資格が与えられ、合格しなければ電話級へとなりま

1961年(昭和36年)に2アマに全バンドの

電信・電話の使用が許可されるようになり、同時に

電信・電話級には2 1MH召・ 2 8MHzが許可され

ました。新2アマの出現でJAの1 4MHzはDXを

追いかけるJA局でにぎやかになってきました。

横須賀では1相的zの朋で既に久里浜の

JAⅢ0㍍中西さんが活躍しておられました。中西さ

んはプロの通信の教官だけありすぼらしい耳の持ち

主で、私のお手本でした。当時、 1捌HzのCWをい

つもワッチしておられた中西さんから私がOHの局

に東京オリンピックの切手をせがまれているのを聞

いておられ、この切手をOHへ送って下さいとお手

紙を頂きましたかこの暖かい気持ちは4 0年以上経

った現在も昨日のように思い出されます。

その後、東浦賀のQTHから宅地造成が始まった

ばかりの京浜団地(現在の浦上台)の防大近くの部

なロケーションへ的Yしました。浦賀駅の近くに土

地が空いていたにもかかわらず無線のためにわざわ

ざ駅から離れた山の上を選んだため、その後、年老

いた両親には苦労をかけることになってしまいまし

た。



1959年(昭和34年)東浦賀にQSYした当時の 

JAIBNW局 RXの左ケースはSSBのユキサイター 

終段6AG7GGの4本パラのリニアーアンプ、 

プレート彊圧は1KVでした。 

DXハンティングの始まり

浦上台へQSYしてからのアンテナはハイゲイン1

4ÅVQ一本でしたがロケーションがFBだったお陰

でDXQSOも結構楽しめました。この頃にJAの

DX熱は開花したのではないでしょうか。

1964-1967年 鵬賦ⅣとK机U ドン・ミ

ラーとチャック・スウェイン

1965-1970年 間4Bm ガス・ブローイング

1965へ1鈍他年 駆淋GとW鉄山 ロイドと

アイリス コルビン夫妻

特にドン・ミラーの強力な信号とCO陣AXのキー

ヤーから打ち出されるハイスピードの部とクール

な運用手法には大きな刺激を受けました。

JÅ同士のパイルも段々激しさを増し、今度は聞こ

えるけど飛ばないということに痛感、一時お休みし

ていた1アマへの挑戦が始まりました。 1 967年

(昭和42年)、 1アマに合格、 500冒‖こQROす

ることになりました。ローカルで7班izC猟で活躍

しておられた馬堀海岸のJAIF脚の吉沢さんが離

級から突然1アマにアップググレードし1 4MHz

に2エレのQCと棚のリグで踊り出てきました。

お互いに良い刺激を受け合い2皿のF泊で連絡を取

りながらカントリー数もどんどん増えていきました。

ちょうどこの頃、中学生だったローカルのJAIR

P Kの川名さんが遊びに見えたことが今でも懐かし

く思い出されます。そのヤングの川名さんも今では

毎月立派な記事を無線誌に発表されるほどのOMに

なられました。嶋i

この当時の横須賀クラブのミーティングは上町の

集会所で開催されていましたが私も何回か参加させ

て戴きました。

再び横浜へ戻り、そして南米(PY)へ赴任

3 0代だった私は仕事もQRしで残業も多くなり

会社により近い鶴見の岸谷にQSYすることになりま

した。新しいQTHは小高い丘の上でFBなロケー

18

ションでしたが間もなく家族共々ブラジルのサンパ

ウロへ赴任することになり落ち着いて鶴見からQRV

は出来ませんでした。

赴任先のPYは日本との相互運用協定が締結され

てないことからハムの運用はあきらめていましたが、

ヒースキットのSB-1 02を引越し荷物に忍ばせ

て

日本を発ちました。当時はガイゼル大統領下の軍事

政権の国であったブラジルでPY-J Aの相互協定

も

締結していない日本人がPYで開局することは容易

なことではありませんでした。

約2年間のQRT状態が続きましたが、その間ブ

ラジリアの政府高官、 PYの電監(DENTEL)等と交渉

を続けた結果、日本人として始めて1 980年2月

27百にPY2ZTHのコールでオールバンド、 1

脚の免許を取得することが出来ました。この免許

は∬の免許に対してではなく、 1979年に取得し

た吏CCのNIAPFに対して免許が与えられたも

のでした。 PY2ZTHでは1 98O年のWAEの

軽信部門及びWWの2 1 MHzの電話部門でPYの

トップスコアーで入賞することが出来ました。

1980年(昭和55年)サンパウロの 

PY2ZTH局 

アンテナは14階建てのマンションの屋上に 

上げた3エレ八木、コンテストの時はSB・ 

220を使っての運用でした。 

1QENCONTROPY/JA=JA/PYの最初の出会い 

PYから-IAに矯任

サンパウロでの4年間の仕事、家族と暮らした3

年間の生活は寅重な経験でした。特にラテンアメリ

カ特有のAhout (More or Less)な感覚には最初は胃

が痛くなりましたが、慣れてしまえば人間が本来望

んでいる自然のものらしく、むしろ快感すら覚える

ようになりました。

帰国後、 1981年(昭和56年) 10月22日

に外国人にアマチュア無線局の開設を認める件の法

案改正に係る電波監理審議会聴聞会を開催するので

出席するようにという連絡が郵政省から届きました。

聴聞会では欧州のアマチュア無線の免許制度につ



いてKDDのJAICLNの笠原さん(故人・後に

J ARLの業務課長)が、米国と南米の免許制度に

ついては私が説明することになりました。日本の免

許制度は諸外国比べ1 0年遅れているとお役人の前

でぶち上げたためちょっとひやひやものでしたが結

果はオーライでした。 Hi 相互運用協定のための必

要法案は国会を通過し、その後間もなく米国、ドイ

ツをはぎりに相互運用協定が結ばれていきました。

現在では免許条件の中の国籍要項を削除、従事者

免許の相互乗り入れ等の利便性を追加することで、

従来の行われていたOne by Oneスタイルの相互運

用協定の締結を目指す事務作業は実質上行わなくな

りました。

光陰矢の如しでありますが、少年時代に始めたア

マチュア無線も今やお年寄りの趣味になりつつある

様で自分の年は欄にあげ心配している釈ですが、も

ともと年齢・職業に関係無く楽しめるKING OF

櫨O関YでしたからこれでもOKなのかな?と思っ

たりしている今日この頃です。

現在のQTHは、 PYの赴任前に確保しておいた

港南台の山地でしたが、帰国してみたら造成が進み

削り落とされ普通の宅地になっていました。このQ

THにご近所に迷惑をかけない程度の鉄塔(1 5m

高)とアンテナを上げてQRVをしています。

J AR L横須賀クラブの益々の発展を祈顕して

ファイナルといたします。 FB DX! 73

JAR掃横須賀クラブ創立50周年にあたって

伊豆スカインラインクラブ

JA2DPQ 高木智男

アマチュア無線とは不思議なものですね.今私が皆

様にこの様な文事を紹介させて頂いている車さえ

不思議です。

私も昭和2 1年生まれで既に5 7歳となりました

開局してあっという間に40年余りたちました開局当

時は高校生で毎日3.5MC.50MCA 3でQ S O朝に

晩にしたのですが当時何の話をしたのか思い出せま

せん気力体力も随分あったのでしょうね。

横須賀まで50MC A3モービルで連絡とりなが

ら行ったものでした。

伊豆からだと江ノ島.鎌倉を通り畑の中(スイカが

たくさん有った気がします)を通っていった気がしま

す、そしてソフトボールをやりましたね.また伊豆へ

来ていただいたときは夜マージャンもやったりしま

した楽しい良き時代だった気がしています少しは当

時の車が思い出されたでしょうか。

さてJ ARL横須賀クラブ創立50周年お祝い

申し上げます。

永年アクティブによく続けられた事と敬意を表し

ます。横須賀とは同じ半島で電波の飛びも艮かった

為か多数の局とQ S O出来ていました不思議なのは

もうひとつ10Wでよくノイズも無く59でQSO出
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来た事です.

何人かの方には宿泊させていただいたり大変お世

話になりました。三崎の漁業無線局を見学したこと

はよく頭に残っていますマグロ漁船とCWでQSOし

ているんだなんていっていましたね当時プロの局を

見学させてもらうことはとっても貴重なことでした

からね。

私の当時のリグは例の007Sの送信機に40血のD

Pそしてハシゴフィーダー50MCは2エレTVフィー

ダー八木木製 手モテ一夕ー.カードはガリ版印刷毎

日ハムに命をかけていました。

仕事を独立後昭和52年へ20年間位QRTしてし

まいましたがクラブの面々とは時々グランドミーテ

ィングを行っていた関係3年ぐらい前から1局づつ

目を覚ましてもらいとうとう15局位で現在楽しんで

おります。

でも3年位前久しぶりに3.5MC. 7MCへ出て驚

きましたよSSBの音がすぼらしく1 OOwも簡単

に出るしワンタッチで周波数も変わるし無線機でな

くコンピューターみたいだと思いましたよ! ! !で

もQSOした相手のコールをなかなか覚えられない

ことが今不満です。

昔は相手のコールをずっと呼んで最後に自分のコ

ールを言ったものですよね- 今は相手のコールは

パソコンに載るだけですもの….しかし世界中の局と

自由にこんなにQSO出きるなんて当時考えもしな

かったことですアマ無線を止めないで良かったでず。

ローカルのクラブ仲間たちとこれからの人生を楽

しく生きられる様お付き合いさせて頂こうと考えて

います。

横須賀クラブの皆様グランドで会ってもまったく

誰だか分からないでしょうねお互いに30年以上も経

ちましたもの。

少し前仕事でそちらに行った時久しぶりにJ AI

FFPさんのお宅へ伺いました。

体調を悉くしていましたが私の事は良く覚えてい

てくれました。しかし残念な事に私がずっとQRT

していてハム音痴の時で私に話題が無く今思うと本

当に残念ですFFPさんが色々カード等見せてくれ

たのですが.今元気なら楽しいアイボールが出来るん

ですが。

私は現在主に21MHzに出ていますローカルも2

1MHzが主力です聞こえていましたらQSOよろ

しくお願いします。

昔のようにQ S Oの相手を探す時代は去ってしま

い沢山の局がいますが.いつまでもアマチュア無線が

世の中に残って欲しい例え一部の人の趣味になって

しまう時代がくるかもしれませんがJ ARL(皆様も

含んだ意味)が有り今世までバンド確保に力を注がれ

た事は事実です。

皆で協力し暖かい親心でJARLを守っていく事

が我々の道だと思いますこれからも横須賀クラブの

益々の発展と皆様の御健勝を祈念します。



JAIBNY 森 正弘

JARL横須賀クラブ創立5 O周年にあたり心よりお喜

び申し上げます。

開局当時の様子を記し、お祝いに変えさせていただきます。

開局しました

昭和30年頃よりどうしても無線がやりたくなり、昭和3

2年3月に従免をもらい、無線局免許申諒を、昭和3 2午7

月に出し予備免許が1 2日後に下りました。

新しいコールサインが与えられ、胸がわく臆わくでした、早

速電波を出したかったのですが英の頃はお金もなく、又適当

な無線機も売って無く、先ずはすべて自分で作る事にし、

もちろん真空管式3.5と7MHzのA3送信機6V6 s、

5W受信機スーパーヘテロダイン式コイルも自分で巻いて

作りました。電源もダイオードは無く真空管でした。

その頃は、免許を申請する時に無線設備の工事落成の予定

日を記入する事になっていましたので、まにあう様に一生懸

命作りました、秋葉原えも良く行きました。

無線機も出来上がりANTも張り終え(写真は、ハシゴフ

ィーダーの7MHzダブレット)予備免許中は試験電波の発

射をコールし、 EC Iの調査を必ず行う事になっていました。

又ダミーロードを使って調整をしてから電波を出してい

ました。

最初は電波がでているかわからないので、ローカル局の

1OG, 1 SP局他とQSOをお願いし飛んでいることが

わかり、その後横須賀の1 IV, 1BTR他とQSO各エリ

アとのQ SOをしばらく行い、早速工事落成届けをだし新設

検査をお類いし9月25日、 1BPBと共に同じ日に検査を

受け正式に免許が下り電波を出せる様になりました。

(免許状は、いまのとは異なり大きく承認と入っていまし

た、その後縦掃きになり承認の文字も無くなりました。)

その頃は毎年定期検査を受け業務日誌を付け、 3ケ月毎

に業務日誌抄録をハガキで出していました。

QSしカードは初め手作りし、その後印刷を頼みました。
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佼蜜電柵も宣言‡

5 0MH zでVKを受信

昭和3 3年頃よりVHFを始めます5 OMHzの趨再生

式受信機を作り、めったに聞こえない種波を待っていると

逗子の1VDが聞こえVKとQSOしているのが入ってき

ました。超再生式の為シャープでないので受信できたのだと

思います。

その時使ったANTはTVフィーダを使った、ホオルデッ

ド、タイポールで、タルキに取り付け屋根に上げ、家の中

より手動で回す様にメカを作り、セルシンモーターにより

方向指示し、楽しんでいました。回してみるとこんなANT

でもビームが有る事がわかりました。

三その後、 5エレのANTに取替え、天井裏にモーターと

セルシンモーターを取り付け自動で回るようにしました。
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色々と作るのが好きで、 144MHz、 829Bの送信機

4OOMHz, 832Aの送信機、 5OMHzハンディ一機

HFモービル機等、製作し毎晩の襟にローカル、横須賀方面

と楽しんでいました。

横須賀クラブへ入会

横須賀クラブは3 2年頃と思いますが1 0G氏の紹介に

より加入させてもらい、 40年頃監事をつとめその後逗子

クラブが出来ましたので抜けました。

その間、今はあるかどうかわかりませんが上町会館で総会

ミーティング、 1 BHZ宅で電信の練習こ」ホックスフヾ/テイ

ング等、懐かしく思い出します。

現在の設備・運用

当方現在は以前の住所より少し離れ9 0血の山の上に引

っ越し(少しでも電波の飛びが良いと思い)現在Al, A3

SSB, 1.8-12OOMHz迄免許がありますが、高台

なので風が強くビームANTは上げられません。

今は、 1 2皿のパンザマストにGP、 3本パンザより傾斜

型7MHzタブレットにて14MHz,4OOMHzにたま

に出て運用しています。

現在の設備は、固定局FT-747GX. FT-4700

モービル居室亘二二4 7 ○ ○等にて細々と出ています。

今はまだ現袋で自営をしておりますのであまり出られま

せんが、聞こえていましたらお相手を御願いいたします。

5 0年の長豊頃維持してきた役員の皆様、会員の皆様の

ご苦労は大変だっ長と思いまが、長い間で得た経験、体験は

貴重な資料になると思います。

若い人に巌ていっていただきたいと思います。

横須賀クラブの発展をお祈りし、今後ともよろしくお願い

いたします。 、
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